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注１；１歳半～就学前までのお子さんをセンター登録ボランティアがお預かりします。

注２；お薬を飲んでいる、または具合の悪い(発熱、感染症疾患等）お子さんはお預かりできません。

注３；お申込の方には後日詳細をお知らせしますので、住所等ご記入もれのないようにお願いします。

◆講師紹介◆

　

1 「自己主張（アサーティブ）トレーニン
グ」

5 ｢自己分析～まずは自分を知ることか
ら」

2「私が管理職になった理由（ワケ）
&交流会」

女性限定

■下記必要事項を記入のうえ、持参・郵送・FAXでお申し込みください（申し込み先着順）。

■メールでもお申込できます。参加希望のセミナー名と下記必要事項をメール本文に記載してお知らせください。
※注）システムセキュリティーの都合上、添付ファイルのあるメールは開封しません。

年　　齢
職業・所属

団体等

ふりがな〒　　　　　-
連絡先
住   所

電話・FAX
電　話　　　　　　（　　　　）
ＦＡＸ　　　　　　　（　　　　）

（　　　　　　　　　　　　　　　）

歳　　　　か月

歳　　　　か月

メール
アドレス

（　　　　　　　　　　　　　　　）

↓参加希望日に○をつけてください。

氏 名

八巻裕香さん（特定社会保険労務士） 大田健次郎さん（マインドフルネス瞑想療法士）

日本企業、外資系企業にて貿易事務、海外営業等を経験。外資系企
業では８年間、経理及び人事労務管理にかかわる。２００５年２月に
オフィスヤマキを開設、労働基準監督署の総合労働相談員、女性と
仕事の未来館の総合相談員などを経験。就業規則・関連規程の作成
と見直し、労務相談、労働社会保険事務手続き、給与計算業務など
を専門として、企業の成長・発展のため、働く人が能力を最大限に発
揮できる「働きやすい職場」づくりを提案している。

宮崎県生まれ。一橋大学商学部卒。日本IBM（株）勤務中の1993年から
ボランティアでうつ病などの支援活動を開始。定年後、花園大学大学院
修士課程修了、その後うつ病などの支援、カウンセラー育成に専念。一
般社団法人日本マインドフルネス精神療法協会理事長、特定非営利活
動法人マインドフルネス総合研究所理事長、日本マインドフルライフ協
会理事、埼玉県蓮田市立老人福祉センター「マインドフルネス心の健康
体操」講師。

丹羽麻子さん（NPO法人日本フェミニストカウンセリング学会認定カウンセラー）

２００３年より男女共同参画センター等で女性のためのトレーニングや
相談事業に従事。２０１１年から２年間郡山市に在住し、内閣府「女性
のための電話相談ふくしま」拠点運営を担当。２０１３～２０１６年、復
興庁政策調査官（男女共同参画担当）。２１０６～２０１８年、（一財）女
性労働協会にて、自治体等で女性就業支援に関わる研修を行う。現
在は国立女性教育会館勤務。NPO法人日本フェミニストカウンセリン
グ学会所属。

男女雇用機会均等法が施行される３年前に某宅配便会社に入社。４年
間のOL生活ののち銀座の百貨店に転職、自らマネキンとなって婦人服
を売る。その後、マーケティング企画会社で１０年間、主にビールの販促
手法開発に携わる。１９９９年、福島市に帰郷しタカラ印刷に就職する
が、４０歳で出産退社。在宅勤務、短時間勤務、パートタイムを経て現在
に至る。

佐々木まゆみさん（タカラ印刷株式会社　営業部長）

星野雅子さん（株式会社Miyabi代表取締役社長、女性労働協会認定講師） 千葉悦子福島県男女共生センター館長
36年間市役所に勤務。子育てや高齢者の相談支援、税金や生涯学
習、男女共同参画等多岐に渡る業務に携わる。なかでも、男女共同
参画の推進には造詣が深い。ワーク・ライフ・バランスやダイバーシ
ティを推進するため市役所を早期退職し、福島県男女共生センター
や各市町村でのセミナー等で、講演や研修を行っている。また、白河
市では子育て中のママやパパに優しいママカフェを経営する傍ら、行
政書士事務所を開設している。ピンクリボンアドバイザーでもある。

北海道生まれ。北海道大学大学院教育学研究科博士課程修了。平成
８年から福島大学行政政策学類教授となり、平成１９年から２年間、行
政政策学類長、平成２６年４月から平成３０年３月まで副学長を務める。
平成３０年４月から放送大学ふくしま学習センター所長。平成２２年４月
から福島県男女共生センター「女と男の未来館」館長。
専門分野は、ジェンダー学習論、地域づくり教育論、農民家族論、生活
構造論など。

3「安心して働くために！これだけは知っ
ておきたい 女性のための労働法基礎」

4「ストレスを乗り越える マインドフルネス
体験」

託児
各講座の14日前まで
にお申し込みください

（申込み先着5名程度）

参加申込書に記入していただく個人情報は、参加者の決定／参加者への連絡・通知／参加者名簿の作成／福島県男女共生センターの講座・イベント等についての情報提供以外で使用することはありません。　

★お問合せ、お申込先★ 
 福島県男女共生センター 事業課 
 〒964-0904福島県二本松市郭内一丁目１９６－１ 
    TEL;(0243)23-8304  FAX;(0243)23-8314 
  E-mail：mirai@f-miraikan.or.jp 
  URL：http://www.f-miraikan.or.jp 

 受講者は当センターに格安で宿泊できます！ 

 ☆宿泊料（素泊まり・１室・1人当たり） 

  シングル利用4,300円→3,000円／ツイン利用3,900円→2,600円 

 ☆全室バス・トイレ・冷蔵庫付 

    宿泊のお申込み・お問合せは 0243-23-8301 
  お申込時に「エンパワーメント塾受講者」とお伝えください。 


